
登録者(課長)名【1】 公民館長　相原　昇

施策評価シート
公民館(図書館)

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
□まだ未達成 ■ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

□平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る創3-2 学習活動の推進 豊かな学び・文化が息づくために 創造性の育つまちづくり 【15】
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇公民館は、地域の社会教育施設として、市民の多様な学習ニーズに応じるために多種多様な事業を実施しており
キーワード【7】 、平成22年度の文部科学省公民館支援事業として、芝久保公民館主催事業「地域で創る教育ネットワーク講座」が

 公民館・図書館が学習活動の場としての機能を十分に果たすためには、より利用 ・公民館・図書館のサ市民の自主的学習活動 取り上げられました。また、より多くの市民に地域活動に参加してもらうため、平成21年度に各館の利用団体情報
しやすい環境を整備する必要があります。 ービスのさらなる充実を支援する場や多様な を一元化し、学習相談のときに活用しています。今後も、地域住民の生活課題や地域課題を見据えた事業、地域づ
　公民館における参加型体験学習事業の充実、図書館におけるレファレンスサービ ・公民館・図書館の地学習機会の充実をめざ 施策の成果と課題くりにつながる視点を持った事業をさらに意識的に取り組む必要があります。
スの充実といった個別のサービス向上とともに、管理・運営方法などの検討につい 域交流の機会の充実 します。 (取組成果や目標 ◇図書館は、平成20年度に、開設日時の拡大、ＩＣタグシステムの導入、利用者用インターネット機器の増設を行
ても見直しを図る必要があります。こうした取組を通じて、公民館・図書館が市民 ・ＮＰＯ等企画提案事 い、図書館サービスの充実を図りました。また、事業を拡大するにあたり、事務の効率化や委託化等を推進し、職達成に向けた課に親しまれる学習活動・地域交流の機会の充実や支援に努めます。 業などを通じた市民主 員定数の削減や市民嘱託員報酬の縮減を実施しました。

体の事業実施の支援 題、成果向上・ ◇施設整備の面では、市民の学習支援体制を整備するため、平成20年度に保谷駅前公民館・図書館を開設し、開設
コスト削減策等) 以来、活発に利用されています。また、平成21年度には、谷戸出張所跡施設を公民館施設として活用することとし

概要 たほか、老朽化した芝久保公民館・図書館冷暖房空調設備の改修を行いました。今後も市民が利用しやすいように【16】
、施設・設備の老朽化への計画的な対応に取り組む必要があります。 
 
 

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇平成20年６月に社会教育法及び図書館法の一部が改正され、教育基本法の改正を踏まえた教育の整備（国民の学習に対する多 □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
様な需要に適切に対応するための必要な学習機会の提供・奨励等）や、公民館・図書館の運営状況に関する評価と改善、それに 【17】

今後の方針ついての地域住民等関係者への情報提供に努めること等が規定されました。 意識調査での重要度
□平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る

【18】

◇公民館施設の適切な管理・運営、事業実現のため、職場内外の研修を通じた職員及び公民館専門員(嘱託員)のス
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 キル向上に努めていきます。

◇図書館では、ワンストップカウンターの設置及びレファレンスの強化を図るため、平成23年度に中央図書館のリ

事
業
群

幅広い市民を対象とした学習、交流機会の提供
1 幅広い市民層を対象とした学習機会を提供します フォームを実施することを検討していきます。

◇施設改修にあたっては、各施設の実情に合わせて、計画的な改修に取り組んでいきます。また、全庁的な公共施今後の方針市民ニーズに対応した図書館サービスの向上
2 市民ニーズに対応した図書館環境の充実を進めます 設の適正配置・有効活用の検討の中で、図書館・公民館の適正配置についても検討を進めていきます。

(具体的な事業群  
や事務事業を示

しながら)

【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 19 20 21 22 23 24  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化公民館への登録団体数 1,824団体 団体 コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 1824 2072 1672 施策実施西東京市においては近年、転入者の増加が見られ、市民のライフスタイルも多様化
Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域していると考えられます。これに対応するために生涯学習においても多様な学習機

  方針【22】会を提供することで、市民の自主的な学習活動を促進する必要があります。
達成率 100% 114% 92% 0%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位図書館利用者インターネットシステム利用回数 22,600回 回 なし

説
明

算
出
式
・

実績値 16838 19317 23121西東京市では図書館の利用は他市に比べ比較的多いですが、今後の市民のライフス
タイルの多様化にあわせ、図書館情報のインターネットでの利用促進が必要となり

成
果
指
標

ます。
達成率 75% 85% 102% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位

【12】

説
明

算
出
式
・

実績値

達成率 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 □ 現状維持 ■ 効率化コストの
 方向性【21】

　公民館・図書館については、各館における企画事業の実施やサービスの充実を図ってきており、市民意識調査に
達成率 おいても相対的に高い満足度を得ています。

　今後は、施設の耐震化や老朽化更新等が必要となってくることが見込まれることから、そうした投資的経費の需
達成率の平均値 88% 100% 97% 0% 要増を控えていることを踏まえ、維持管理・運営面の更なる効率化を図り、ランニングコストの抑制に努めるべき判断理由等

ものと判断しました。
【市民意見】【13】 【24】 　なお、施設の改修・建替えについては、公共施設全体の適正配置を検討していく中で、具体的な対応策を考えて

いくこととします。平成22年度

満足度(％) 満足度(％) 45.7% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施0.23 Ⅵ コストを抑制しながら成果を維持すべき施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 重要度(％) 78.1% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度1.15
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)



価

及び保存・活

用

図書館

年

図書館が所蔵する歴史

度

的資料を修復、保存し

【

、これを公開する目的

2

で事業を実施してい

ま

8

す。

これまでに地租改

】

正絵図や田無村御検地

事

帳などの修復を行い、

務

その後に展示会・講演

事

会

を実施しています。

業

2,611 1,722

サ

889 改善・見直し

(

ー

平成21年度)

上 歴史

ビ

的資料を市民に広く公

ス

開すること

により多様

貢

な学習機会の充実を図

献

るこ

とができます。

Ｂ

度
名称【25】

事

担

業の合計 4,979 3

当

,282 1,697

課【26】 概要【27】 の評価 施策における位置づけ【31】
水準との 【32】事業費 人件費  (直近)【29】

 比較【30】

1 公民館施設の建替 公民館 公共施設の適正配置・有効活用について、今後基本方針を定め、その方針に基づき統廃

合、機能融合等による適正配置の取組を進めることとなっています。

0 0 0 － － 公民館利用者の学習支援と利便性の向

上を図ります。

Ｂ

公民館施設の改修 公民館 老朽化が進む施設の改修に取組むことにより、施設のバリアフリー化とエネルギーの効

率化を計画的に実施していきます。

0 0 0 実施を延期

(平成21年度)

－ 計画的な改修を行うことにより、市民

が利用しやすい公民館の環境整備を図

ります。

Ｂ

2 図書館管理システムの

拡充と情報サービスの

充実

図書館 図書館レファレンス・サービスの充実とビジネス支援を目的

【

とし、インターネット

施

環境

を整備し、有料サ

策

イトの提供を行ってい

内

ます。

2,368 1,

の

560 808 継続実施

事

(平成20年度)

中 図

務

書館利用者の学習支援

事

と利便性の向

上を図り

業

ます。

 

Ｂ

貢献度判

図書館施

定

設の建替 図書館 公共施

】

設の適正配置・有効活

創

用について、今後基本

3

方針を定め、その方針

-

に基づき統廃

合、機能

2

融合等による適正配置

 

の取組を進めることと

学

なっています。

0 0 0

習

－ － 計画的な建替を行

活

うことにより、市民

が

動

利用しやすい図書館の

の

環境整備を図

ります。

推

Ｂ

進
総コス

図書館施設の改修

ト

図書館 ワンストップカ

(

ウンターの設置及びレ

千

ファレンスサービスの

円

強化を図ることを目的

)

とし

、中央図書館のリ

事

フォームを今後行うこ

業

とを予定しています。

群

0 0 0 事業化

(平成2

2

1年度)

－ 図書館利用

6

者の利便性の向上を図

市

りま

す。

Ｂ

の　　：

図書館所

評

蔵の歴史的資

料の修復


